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公共交通サービスの評価指標の検討 

令和３年度第３回協議会での議論を踏まえ、行政負担割合以外の新たな評価指標の案（下

表の 1）を検討した。しかし、多くの指標が利用者数との相関が高いため、生駒市負担割合

が７割を超える＝新たな評価指標案も基準値を満たさない可能性が高く、これらは市民の

活動機会の保障に向けて複合的に評価できる運用ルールとはいえない。 

そのため、新たに地域公共交通の多面的な効果をはかる評価指標として、⑦クロスセクタ

ー効果による分析等を追加して、次年度も継続して検討・協議することとする。 

表１ 新たな評価指標の案 

視点 評価指標の例 使用するデータ 

利用者ニーズが

ある 

① 沿線人口に対する利用者数の割合 

[基準値] 沿線人口の前年比を下回らない  

・輸送実績データ 

・人口データ 

② １便あたり利用者数の状況 

[基準値] 沿線人口の前年比を下回らない  

・輸送実績データ 

・人口データ 

（活動機会の保

障に貢献してい

る） 

③ 買い物先や通院先の最寄りバス停の利

用状況 

[基準値の例] 評価対象バス停の前年比

が、沿線人口の前年比を下回らない 

・輸送実績データ 

・人口データ 

④ 公共交通族のバス利用率 

[基準値の例] 前年度もしくは過年度実

績を下回らない 

・輸送実績データ 

・人口データ 

・R2住民ｱﾝｹｰﾄ 

⑤ バスを使った外出日数の状況 

[基準値の例] 前年度もしくは過年度実

績を下回らない 

・利用者ｱﾝｹｰﾄ 

公共交通の維持

に対する地域の

熱意や協力度合

い 

⑥ 沿線住民主体の利用促進活動の状況 

・自治会で回数券を購入している（金銭面

で地域が負担している） 

・自治会集会で公共交通を議題にした回数 

・自治会加入者へ利用の呼びかけ回数 

・バス停の美化清掃活動の回数  等 

[基準値の例] 活動の有無 

・地元自治会等へ

のヒアリング 

行政負担により

公共交通を維持

することの妥当

性 

⑦ クロスセクター効果※による分析 

※地域公共交通を廃止した時に追加的に

必要となる多様な行政部門の分野別代

替費用と、運行に対して行政が負担して

いる財政支出を比較することにより把

握できる地域公共交通の多面的な効果。 

・輸送実績データ 

・人口データ 

・関係部局へのヒ

アリング  等 

※赤字部分は、第３回協議会資料から追加・更新した箇所 
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運行評価
(生駒市の負担割合)

ＮＧ
（７割超過）

運行の継続
(     水準の変更なし)

対応方針の検討

※運行のサービス内容の見直し（他の公共交通
サービスへの転換も含む）
→活動機会を保障できる範囲内で、例えば、

乗合タクシーでの運行などを検討する

新たな評価指標
で評価する部分

利
用
者
ニ
ー
ズ
の
検
証

利
用
者
ニ
ー
ズ
の
検
証

（
活
動
機
会
の
保
障
へ
の
貢
献
を
検
証
）

公
共
交
通
の
維
持
に
対
す
る

地
域
の
熱
意
や
協
力
度
合
い
の
検
証

ＯＫ
（７割以下）

①② ③④⑤ ⑥

基準値以上の指標
が半分以上

運行の継続
(     水準の変更なし)

基準値以上の指標
が半分未満

行
政
負
担
に
よ
り
公
共
交
通
を

維
持
す
る
こ
と
の
妥
当
性

⑦



別紙

出典：国土交通省近畿運輸局.「地域公共交通　赤字＝廃止でいいの？」より一部抜粋




